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伊藤純・伊藤セツ　2001　高齢者保健福祉ジェン
ダー統計の有効性（上）　学苑　 733, 77-89.
伊藤純・伊藤セツ　2002　高齢者保健福祉ジェン
ダー統計の有効性（下）　学苑　 744, 85-94.
伊藤純・斎藤悦子編　2015　ジェンダーで学ぶ生活
経済論〔第 2 版〕　ミネルヴァ書房
勝又幸子　2008　障害者の所得保障と自立支援施策
に関する調査研究　平成 17 − 19 年度調査報告
書・平成 19 年度総括研究報告書　厚生労働省
科学研究費補助金　障害保健福祉総合研究事業
阪本節郎・原田曜平　2015　日本初！たった 1 冊誰
とでもうまく付き合える世代論の教科書　東洋
経済新報社
杉本貴代栄　1999　ジェンダーで読む福祉社会　有
斐閣選書
杉本貴代栄　2008　女性が福祉社会で生きるという
こと　ミネルヴァ書房
杉本貴代栄　2012　福祉社会の行方とジェンダー　
勁草書房
杉本貴代栄編　2000　ジェンダー・エシックスと社
会福祉　ミネルヴァ書房
杉本貴代栄編　2004　フェミニスト福祉政策原論
　社会福祉の新しい研究視角を求めて　ミネル
ヴァ書房
杉本貴代栄編　2012　フェミニズムと社会福祉政策
　ミネルヴァ書房
宇井美代子　2016　ジェンダーをアクティブに学ぶ
こと・研究すること　青野篤子（編）　アクティ
ブラーニングで学ぶジェンダー―現代を生きる
ための 12 の実践―　ミネルヴァ書房
臼井久実子・瀬山紀子　2011　障害女性の貧困から
見えるもの　松井彰彦・川島聡・長瀬修（編）
　2011　障害を問い直す　東洋経済新報社
注
１　国立女性教育会館女性学・ジェンダー論関連科
目データベース　URL：http://winet.nwec.jp/
jyosei/search/（2016. 12. 19）
２　社会福祉系学部・学科で行われているジェン
ダー統計に関する代表的な授業科目に、昭和
女子大学人間社会学部福祉社会学科の伊藤純
准教授が担当する「福祉ジェンダー統計論」
がある。筆者の専門演習Ⅱにおいてもこの科
目を参考にしている。
３　万円を単位に回答集計されたものであり、福祉
的就労による収入も含めた仕事による収入を
比較している。そのため、年金や手当てなど
は含まれない。
４　図３・４の解説に関しては臼井・瀬山 2001 に
詳しい。
５　なお、この感想レポートは 2016 年 12 月 6 日に
実施した授業の内容を受けてのものである。
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　平成 25 年に障害者差別解消法が制定され、平成
28 年 4 月 1 日から施行されるといった事情を背景にし
て、すべての人々に対する情報の保障と合理的配慮が
求められるようになり、様々な場面で様々な状況にあ
る人々に対して様々な方法による情報提供が行われる
ようになってきた。これはテレビ放送においても例外
ではなく、テレビ放送のデジタル化にともなってほとん
どのテレビ受像機に字幕表示機能が標準で内蔵され
るようになり、同時に多くの番組で字幕が付与される
ようになってきた。このような中、字幕をテーマとした
本書が刊行された。これまでに出版されたものは、字
幕放送の実態と利用者の中心である聴覚に障害のあ
る当事者からみた感想がそのほとんどであったように
思われたが、本書はこれらの内容を含みながら学術
的完成度の高い内容となっている。
　本書では、仮説Ⅰとして「字幕の必要性と量的拡大
（合理的な配慮としてのキャプション）」、仮説Ⅱでは「字
幕の可能性と質的深化（表現の拡張としてのキャプショ
ン）」の２つを基に話が進められている。
　仮説Ⅰについては、「キャプション開発のプロセスで、
聴覚障害者のニーズに特化したり、聞こえる人だけが
字幕制作に関わったりということではなく、（中略）共
同作業や実践の場を作っていくような工夫が必要だろ
う。」とし、テレビコマーシャルの字幕についての調査
を通して「キャプションが、特に『共生』の一端を担
いうる」ことを論理的に解説している。さらなる高齢
化が進む日本では、今後増加することが予想される高
齢難聴者にとってもキャプションは有益な情報保障手
段であり、聴覚障害者だけではなく多くの人がその恩
恵にあずかる日が近いものと想像される。評者自身も
米国渡航中、キャプションに大変助けられた１人であ
る。2001 年 9 月 11 日の朝、いわゆる 9.11 テロが発生
して全米がパニックに陥った時、私はデトロイトのホテ
ルでテレビ放送を観ていた。貿易センタービルの現場
状況を伝えるキャスターの声は上ずり、尋常ではない
速度で話している。これでは、評者の英語力では追い
ついていけず、ひたすらキャプションを読みながら事
の重大さを知ったのであった。米国では ADA および
テレビデコーダ回路法 1 の影響もあって、この時期に
は既に多くの番組でキャプション付与が行われており、
ほとんどのテレビ受像機にキャプション表示機能が内
蔵されていたのであった。
　仮説Ⅱについては最低限の情報保障としての「単な
る機械的に音声を文字化したキャプション」ではなく、
映画の字幕のような雰囲気のあるものが望まれるよう
になり、「表現の拡張としてのキャプション」に発展し
てゆくというのである。最近では出演者のセリフを強
調する意味もあって、さまざまな番組の中で文字表示
が行われている画面を見かける。また、ニコニコ動画
に代表されるような画面上に文字を重ねる新しい表現
の形も増えてきている。
　最後に筆者らはコマーシャルにキャプションを付与
するための３つの提案をしている。①行政が制作する
コマーシャルにはキャプションを付与する。②企業へ
の啓蒙活動を行う。③キャプション付与による効果を
調査し、企業に提供する。さらに、補章には「テレビ
コマーシャルのクローズド・キャプションによる字幕の
有効性に関する研究」についてかなり詳細な報告があ
る。100 人の聴覚障害者と 800 人の一般視聴者を対象
とした字幕コマーシャルに対する評価結果がまとめら
れており、情報保障を考える上で大変有用な参考資料
であるといえる。
　本書は、字幕放送の実態を知るための読み物として
十分な内容をもっていると同時に、客観的な根拠を基
に論理的に話が展開されていることからも情報保障に
かかわる教育・研究に大変有用であり、学術的にも有
益な 1 冊として推薦できる内容の著書であるといえる。
【注】
１ 米国内で販売される 13 インチ以上 のテレビに字幕
デコーダを内蔵することを義務付けた 1990 年に制
定され 1993 年施行の法律
